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令和６年度 へき地等学校及び小規模校等教職員研修Ｂ 実施要項 

 

１ 目的  へき地等学校の特性を生かした教育活動について理解を深めるとともに、地域の特性を生

かした具体的な教育の実践について学ぶ。 

 

２ 対象  小・中学校、義務教育学校、高等学校、支援学校の校園長及び教職員 

※へき地等学校の校園長及び教職員は必ず受講すること。 

 

募集人数 80名 

 

３ 日時等 

回 日時 主題等 講師等 

１ 
７月６日（土） 

９:00～12:40 

自ら学び、思いを表現できる子どもを

めざして 

－「ふりかえり」による非認知能力

の活用－ 

 

〔授業見学・協議・実践発表〕   

大阪府へき地・遠隔小規模校 

教育研究会 会長 等 

 

茨木市立清溪小学校 

 教職員 等 

※太字の時間帯は、通常の時間帯と異なるので注意してください。 

 

４ 会場  茨木市立清溪小学校（茨木市大字泉原857） 

 

 

 

 

５ その他  （１）受付は30分前から。 

（２）来校時には、所属名・名前の入った名札を着用すること。 

 

６ 担当室  企画室 
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ＪＲ「茨木」駅または阪急「茨木市」駅から阪急バス「泉原」バス停下車、  

北西へ約 700ｍ  
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令和６年度 へき地等学校及び小規模校等教職員研修Ｂ シラバス 

 

 

１ 目的 

へき地等学校の特性を生かした教育活動について理解を深めるとともに、地域の特性を生かした具

体的な教育の実践について学ぶ。 

 

２ 大阪府教員等育成指標の対象項目 
スクールリーダースタンダード 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

第４期（校長） ○ ○   ○  

第３期（教頭） ○ ○   ○  

第２期（首席・指導教諭） ○ ○   ○  

第１期（リーダー養成期） ○ ○   ○  

 

OSAKA教職 
スタンダード 

共通の指標 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 

第４期 ○   ○   ○      ○ ○ ○ 

第３期 ○   ○   ○      ○ ○ ○ 

第２期 ○   ○   ○      ○ ○ ○ 

第１期 ○   ○   ○      ○ ○ ○ 

第０期                

 

３ 研修の主題とねらい等 

回 主題 ねらい 内容 準備物・事前課題 

１ 

自ら学び、思い

を表現できる子

どもをめざして 

－「ふりかえ

り」による非認

知能力の活用－ 

 

児童の発表など具体的な

取組みを通して、へき地

等学校の特性を生かした

教育活動について認識を

深め、今後の実践に生か

す。 

授業見学・協議を通して、

へき地等学校の特性を生

かした教育活動の充実に

ついて考える。 

 

地域の特性を生かした教

育活動の充実について考

え、へき地等学校教育の

認識を深める。 

地域やＰＴＡとの連携・

協力体制の在り方等、具

体的実践を聞き、地域の

特性を生かした実践につ

いて学ぶ。 
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